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特集
焼き芋キッチンカー「芋。imomaru」
自分が「美味しい焼き芋」を食べてみたいから始まった

　つまり、｢比例代表｣の投票用紙に｢候補者名｣を記入しないと応援したい候補者に票は入らない仕組みに
なっています。
　｢比例代表｣には、さまざまな業界や団体が代表候補を送り出しています。多くの得票数を獲得し、当選順位
を上げるよう活動しております。これは、高い順位で当選した候補者は、党内での発言力が増し、政策実現に近
づくことができるからです。言い換えると、得票数で､我 Ｊ々Ａグループの力が測られていることになります。
　国会(政治)は数が力です。国を動かすには、国会に一人でも多くの農業やＪＡの理解者を増やすことが重要

です。そのために、我々ＪＡグ
ループの代弁者として、先頭に
立って多くの国会議員に働きか
け、農業やＪＡの理解者を増やし、
まとめていくことができる議員、つ
まり、ＪＡグループの代表議員が
必要なのです。

ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて

第５回 ｢参議院選挙の仕組み｣について

　農政活動の柱の一つが、生産現場の声を代弁し、国や行政に積極的な働きかけをしてくれる議員を政治の
場に送り出し、支えていくことです。そして、ＪＡグループにとって最も重要なのが｢参議院選挙比例代表｣です。
　参議院選挙では、各都道府県を区域とする｢選挙区選挙｣と、全国を一つの単位をする｢比例代表選挙｣の２
つの選挙制度で成り立っています。｢選挙区｣は、北海道から立候補している候補者名を書いて投票します。｢
比例代表｣は、全国から立候補している｢候補者名｣または｢政党名｣を書いて投票します。この｢比例代表｣は
非拘束名簿方式といって、政党の得票数に応じて議席が配分された後、その政党の中で個人名の得票数が多
い順に当選が決まる仕組みとなっています。

【ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて】と題し､農政活動や
参議院選挙の仕組みなどを､来年夏頃まで連載いたします。
次回(第６回)は､後援会の活動経過について報告します。

東野ひでき公式
LINEアカウントへの
登録はこちらから

東野ひでき北海道後援会
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出来立ての焼き芋出来立ての焼き芋

特集
焼き芋キッチンカー「芋。imomaru」
自分が「美味しい焼き芋」を食べてみたいから始まった



▲焼き芋アイスも販売（ペースト状にした焼き芋をアイスと一緒に）

▲焼き芋キッチンカー「芋。imomaru」

▲みなさんも是非お立ち寄り下さい㊨石崎真平さん▲みなさんも是非お立ち寄り下さい㊨石崎真平さん

特集
s a n s a n

　
1
月
23
日
、石
崎
農
園
の
石
崎
真
平
さ
ん（
26
歳
）が
経
営
す
る
焼
き
芋

キ
ッ
チ
ン
カ
ー「
芋
。i
m
o
m
a
r
u
」が
穂
別
地
区
内
、民
宿
ポ
レ
ポ
ー

レ
前
に
出
店
し
た
。む
か
わ
町
穂
別
を
拠
点
に
活
動
し
、週
ご
と
に
、A

コ
ー
プ
厚
真
店
・
三
星
本
店
な
ど
東
胆
振
を
中
心
に
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

　
主
に
販
売
す
る
時
期
は
、12
月
か
ら
3
月
頃
ま
で
の
短
期
間
。4
月
か

ら
11
月
ま
で
の
農
繁
期
は
、月
2
〜
3
回
販
売
し
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
時

に
も
出
店
し
て
い
る
。

　
商
品
は
自
家
農
園
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
い
、品
種
は「
紅
は
る
か
」を
選

択
し
、「
焼
き
芋
」と「
焼
き
芋
ア
イ
ス
」、夏
期
限
定
で「
冷
や
し
焼
き
芋
」

を
販
売
し
て
い
る
。

　
焼
き
加
減
に
つ
い
て「
芋
の
サ
イ
ズ
や
形
に
よ
っ
て
、少
し
ず
つ
焼
き

加
減
が
変
わ
る
。ど
の
芋
で
も
最
低
1
時
間
半
ぐ
ら
い
か
け
て
焼
き
上

げ
、芋
本
来
の
味
を
引
き
出
す
よ
う
に
し
て
い
る
」と
い
う
石
崎
さ
ん
。

　
焼
き
芋
を
始
め
た
理
由
に
つ
い
て「
自
分
が
美
味
し
い
焼
き
芋
を
食
べ

て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
。自
分
で
作
っ
た
農
作
物
を
加
工
し

て
販
売
す
る
ま
で
、一
貫
し
て
や
っ
て
み
た
か
っ
た
」と
話
す
。

　
さ
ら
に「
ど
の
場
所
に
行
っ
て
も
、販
売
可
能
な
こ
と
が
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
魅
力
だ
と
思
っ
た
。い
ろ
ん
な
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」と
思

い
を
募
ら
せ
た
。

　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は「
夫
婦
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

車
両
の
外
装
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
皮
の
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
、車
内
は
焼
き
芋

の
中
身
を
表
現
し
た
」と
こ
だ
わ
り
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
昨
年
7
月
に
営
業
開
始
以
降
、半
年
が
過
ぎ「
S
N
S
を
活
用
し
た
こ

と
で
、お
客
さ
ん
が
じ
わ
じ
わ
と
増
え
て
き
た
と
、手
応
え
を
感
じ
て
き

た
。た
だ
、今
も
穂
別
の
中
で
知
ら
な
い
人
が
い
る
の
で
、ま
ず
は
地
元
で

認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
た
い
」と
目
標
を
掲
げ
た
。

　
ま
た
、「
焼
き
芋
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、

新
た
な
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。取
り

扱
う
品
種
も
ホ
ク
ホ
ク
系
な
ど
食
感
の
違
う
芋

を
揃
え
て
、お
客
様
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と

を
考
え
て
い
る
。2
月
か
ら
は
穂
別
地
区
限
定

で
、折
り
込
み
チ
ラ
シ
や
曜
日
を
決
め
て
配
達

を
行
う
等
の
準
備
を
進
め
て
い
る
」と
今
後
の

計
画
を
語
っ
た
。

　
最
後
に「
出
店
場
所
の
お
知
ら
せ
は
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム（im

om
aru_since2023

）、公
式

L
I
N
E
で
発
信
し
て
い
る
の
で
、ご
興
味
を

も
た
れ
た
方
は
、お
気
軽
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

【穂別】
焼き芋キッチンカー「芋。imomaru」
自分が「美味しい焼き芋」を
食べてみたいから始まった

【穂別】
焼き芋キッチンカー「芋。imomaru」
自分が「美味しい焼き芋」を
食べてみたいから始まった
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裏表紙

　自らが栽培したさつまいもを、焼き芋キッ
チンカー「芋。imomaru」で販売を開始。最
低でも1時間30分をかけ焼き上げ、ねっとり
とした食感の焼き芋へ仕上げている。
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特集　焼き芋キッチンカー「芋。imomaru」

　　　自分が「美味しい焼き芋」を
　　　食べてみたいから始まった

カメラレポート

・若手職員の交流組織「交粋会」10周年を迎える

・第24回通常総代会のお知らせ

ＪＡ配置薬の新しい商品とおすすめをご紹介‼

理事会報告

期待の農力　髙橋慶一さん 

ワンポイント営農情報 

あぐり講座 

ＪＡからのお知らせ

・令和７年４月からの営業時間一覧表（～10月末迄）

・購買部　令和7年度春の繁忙期・祝日対応予定表

ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて

第5回「衆議院選挙の仕組み」について
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04 03

▲土壌・肥料の基礎

▲勉強会の様子（阿部税理士）

▲質問に対する返答する様子

▲表彰状を受け取る
妻の千春さんと息子

の俊介さん

▲受賞の報告㊧から、堀組合長、宮田千春さん、宮田俊介さん、石橋専務

カメラレポート

地域の話
題を

パチリと

　J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
女
性
部
白
老
支
部
は

2
月
18
日
（
火
）
に
第
22
回
通
常
総
会
を
白
老

町
内
の
焼
肉
レ
ス
ト
ラ
ン
「
天
野
フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ァ
ー
ム
」
で
開
催
し
た
。

　女
性
部
白
老
支
部
の
部
員
は
全
9
名
で
、
総

会
に
は
8
名
が
参
加
し
た
。

　来
賓
で
出
席
し
た
J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
の

青
野
白
老
・
苫
小
牧
支
所
長
は
あ
い
さ
つ
で「
畜

産
情
勢
が
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
ま

な
い
雨
は
な
い
、
出
口
の
な
い
ト
ン
ネ
ル
は
な

い
と
も
言
い
ま
す
の
で
、
皆
様
が
笑
顔
に
な
れ

ま
す
よ
う
様
々
な
角
度
か
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　議
事
は
滞
り
な
く
進
行
し
、
議
案
第
1
号
か

ら
3
号
ま
で
す
べ
て
承
認
と
な
っ
た
。

　議
案
第
4
号
の
役
員
改
選
で
は
、
新
支
部
長

に
中
村
利
香
さ
ん
が
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。中
村
新
支
部
長
は
就
任
の
あ
い
さ
つ
で「
こ

れ
か
ら
2
年
間
支
部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
部
員
の
皆
様
に
お
力
添
え
い
た
だ
き

な
が
ら
部
会
の
運
営
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　議
事
終
了
後
は
懇
親
会
と
な
り
、
白
老
牛
の

焼
肉
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

　会
食
の
中
で
今
年
度
の
女
性
部
活
動
で
訪
れ

た
い
視
察
先
や
交
流
会
の
開
催
な
ど
の
話
題
に

花
を
咲
か
せ
た
。終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

総
会
は
終
了
し
た
。

　J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
は
1

月
22
日
、第
2
回
と
な
る
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
塾
を
開
講
し
、青
年
部
員

や
新
規
就
農
者
ら
26
名
が
参
加

し
た
。フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
塾
は
、新

規
就
農
者
な
ど
の
青
年
農
業
者

が
、農
業
の
基
礎
知
識
を
含
め
幅

広
い
知
識
の
習
得
を
目
的
に
開

講
さ
れ
て
い
る
。

　第
2
回
開
催
と
な
る
今
回
は
、

ホ
ク
レ
ン
苫
小
牧
支
所
生
産
資

材
課
の
大
久
保
悠
介
係
長
を
講

師
に
招
き
、土
壌
と
肥
料
の
基
礎

講
習
会
を
開
い
た
。土
壌
の
基
礎

で
は
、樽
前
山
を
抱
え
る
広
域
管

内
は
、噴
火
か
ら
年
数
が
経
っ
て

い
な
い
未
風
化
や
火
山
礫
や
軽

石
な
ど
か
ら
な
る
火
山
放
出
物

未
熟
土
が
多
く
占
め
、保
水
性
や

保
肥
力
が
低
い
こ
と
な
ど
が
紹

介
さ
れ
た
。ま
た
肥
料
の
基
礎
講

習
で
は
、ま
ず
肥
料
の
役
割
と
題

し
、3
大
要
素
で
あ
る
窒
素
・
リ

ン
酸
・
カ
リ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、肥
料
成

分
の
過
剰
や
不
足
に
よ
る
症
状

な
ど
を
写
真
を
用
い
て
報
告
し

た
。最
後
に
施
肥
の
基
本
的
な
考

え
方
を
伝
え
講
習
会
は
終
了
し

た
。

第
22
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常
総
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開
催

白老

J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
女
性
部
白
老
支
部

　J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
は
1
月
28
日
、厚
真

町
に
あ
る
本
所
会
議
室
か
ら
各
支
所
へ
中
継
す

る
形
で
職
員
向
け
の
相
続
税
・
贈
与
税
の
勉
強

会
を
開
き
約
30
名
が
受
講
し
た
。基
幹
的
農
業

従
事
者
数
は
、2
0
0
0
年
の
約
2
4
0
万
人

か
ら
2
0
2
3
年
に
は
約
1
1
6
万
人
と
半
減

し
、そ
の
年
齢
構
成
の
約
60
%
は
70
歳
以
上
と

な
っ
て
い
る
よ
う
に
農
業
界
の
高
齢
化
が
進
む

中
で
、こ
れ
か
ら
の
相
続
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

増
加
を
見
込
み
職
員
対
応
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
た
。

　開
催
に
当
た
り
堀
弘
幸
組
合
長
は「
当
J
A

で
も
組
合
員
の
高
齢
化
は
顕
著
で
す
。不
安
を

抱
え
多
く
の
相
談
が
く
る
で
し
ょ
う
。税
理
士

で
は
な
い
の
で
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
が
、適
切
な
人
へ
繋
ぐ
こ
と
は
で

き
る
は
ず
で
す
。そ
の
た
め
に
も
こ
の
勉
強
会

を
通
し
て
少
し
で
も
多
く
の
知
識
習
得
に
努
め

て
頂
き
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　勉
強
会
の
講
師
に
N
P
O
法
人
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
北
海
道
協
力
の
も
と
、税
理
士
法
人
松

井
一
晃
事
務
所
か
ら
安
部
勉
税
理
士
を
招
き

「
相
続
税
・
贈
与
税
の
概
要
と
農
業
の
経
営
継

承
〜
円
滑
な
経
営
継
承
と
円
満
な
相
続
〜
」を

テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。ま
ず
基
本
的
な
相
続
と

贈
与
の
類
似
点
や
相
違
点
の
ほ
か
、遺
言
書
に

お
い
て
の
注
意
点
に
加
え
、現
在
は
法
務
局
で

内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
や
保
管
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
さ
れ
た
。

　参
加
し
た
職
員
か
ら
は「
経
営
移
譲
な
ど
で

名
義
を
替
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
い
つ
が
良
い

か
」「
個
人
と
法
人
で
の
経
営
継
承
の
違
い
と
留

意
点
は
あ
る
か
」な
ど
様
々
な
質
問
が
挙
が
っ

た
。

広域

組
合
員
の
事
業
継
承
な
ど
に
向
け

知
識
を
習
得
す
る

職
員
向
け
相
続
税
・
贈
与
税
勉
強
会
開
催

広域

今
後
の
営
農
活
動
の
力
に

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
塾
開
催

　2
月
12
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
札
幌
で
令
和
6
年

度
北
海
道
産
業
貢
献
賞
の
授
賞
式
が
開
催
さ

れ
、
妻
の
宮
田
千
春
さ
ん
と
息
子
の
俊
介
さ
ん

が
代
理
で
出
席
し
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
。

　故
宮
田
広
幸
氏
は
、
平
成
4
年
以
来
旧
Ｊ
Ａ

穂
別
の
理
事
・
副
組
合
長
を
は
じ
め
、
平
成
13

年
の
広
域
合
併
後
も
Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い
広
域
の

理
事
・
組
合
長
と
し
て
組
合
員
の
経
営
安
定
と

農
協
の
健
全
な
経
営
に
努
め
た
。
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
で
は
、組
合
員
の
農
地
や
農
業
施
設
、

農
協
生
産
施
設
等
の
復
旧
・
復
興
に
尽
力
し
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
生
産
資
材
高
騰
に
対
応
す
る

た
め
、
新
た
な
土
壌
分
析
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
な
ど
、
地
域
農
業
の

振
興
に
多
大
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
受
賞
と

な
っ
た
。

　受
賞
を
受
け
千
春
さ
ん
は
「
こ
の
度
、
栄

え
あ
る
北
海
道
産
業
貢
献
賞
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
、亡
く
な
っ
た
主
人
に
代
わ
り
ま
し
て
、

誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
こ
の
賞
を
受
賞
で

き
た
の
は
、
主
人
一
人
の
力
で
は
な
く
、
長

年
に
渡
る
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支

援
、
及
び
農
協
を
始
め
と
し
た
全
て
の
関
係

機
関
の
お
引
き
立
て
の
賜
物
と
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

地
域
農
業
の
振
興
に

多
大
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
る

広域

故
宮
田
前
組
合
長
が
北
海
道
産
業
貢
献
賞
を
受
賞

▲挨拶する青野白老・
苫小牧支所長

▲総会終了後の会食の様子

04 03

▲土壌・肥料の基礎

▲勉強会の様子（阿部税理士）

▲質問に対する返答する様子

▲表彰状を受け取る
妻の千春さんと息子

の俊介さん

▲受賞の報告㊧から、堀組合長、宮田千春さん、宮田俊介さん、石橋専務

カメラレポート

地域の話
題を
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　J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
女
性
部
白
老
支
部
は

2
月
18
日
（
火
）
に
第
22
回
通
常
総
会
を
白
老

町
内
の
焼
肉
レ
ス
ト
ラ
ン
「
天
野
フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ァ
ー
ム
」
で
開
催
し
た
。

　女
性
部
白
老
支
部
の
部
員
は
全
9
名
で
、
総

会
に
は
8
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し
た
。
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出
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J
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広
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支
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は
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つ
で「
畜

産
情
勢
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厳
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で
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あ
り
ま
す
が
、
や
ま

な
い
雨
は
な
い
、
出
口
の
な
い
ト
ン
ネ
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は
な

い
と
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言
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ま
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の
で
、
皆
様
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笑
顔
に
な
れ

ま
す
よ
う
様
々
な
角
度
か
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　議
事
は
滞
り
な
く
進
行
し
、
議
案
第
1
号
か

ら
3
号
ま
で
す
べ
て
承
認
と
な
っ
た
。

　議
案
第
4
号
の
役
員
改
選
で
は
、
新
支
部
長

に
中
村
利
香
さ
ん
が
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。中
村
新
支
部
長
は
就
任
の
あ
い
さ
つ
で「
こ

れ
か
ら
2
年
間
支
部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
部
員
の
皆
様
に
お
力
添
え
い
た
だ
き

な
が
ら
部
会
の
運
営
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　議
事
終
了
後
は
懇
親
会
と
な
り
、
白
老
牛
の

焼
肉
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

　会
食
の
中
で
今
年
度
の
女
性
部
活
動
で
訪
れ

た
い
視
察
先
や
交
流
会
の
開
催
な
ど
の
話
題
に

花
を
咲
か
せ
た
。終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

総
会
は
終
了
し
た
。

　J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
は
1

月
22
日
、第
2
回
と
な
る
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
塾
を
開
講
し
、青
年
部
員

や
新
規
就
農
者
ら
26
名
が
参
加

し
た
。フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
塾
は
、新

規
就
農
者
な
ど
の
青
年
農
業
者

が
、農
業
の
基
礎
知
識
を
含
め
幅

広
い
知
識
の
習
得
を
目
的
に
開

講
さ
れ
て
い
る
。

　第
2
回
開
催
と
な
る
今
回
は
、

ホ
ク
レ
ン
苫
小
牧
支
所
生
産
資

材
課
の
大
久
保
悠
介
係
長
を
講

師
に
招
き
、土
壌
と
肥
料
の
基
礎

講
習
会
を
開
い
た
。土
壌
の
基
礎

で
は
、樽
前
山
を
抱
え
る
広
域
管

内
は
、噴
火
か
ら
年
数
が
経
っ
て

い
な
い
未
風
化
や
火
山
礫
や
軽

石
な
ど
か
ら
な
る
火
山
放
出
物

未
熟
土
が
多
く
占
め
、保
水
性
や

保
肥
力
が
低
い
こ
と
な
ど
が
紹

介
さ
れ
た
。ま
た
肥
料
の
基
礎
講

習
で
は
、ま
ず
肥
料
の
役
割
と
題

し
、3
大
要
素
で
あ
る
窒
素
・
リ

ン
酸
・
カ
リ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、肥
料
成

分
の
過
剰
や
不
足
に
よ
る
症
状

な
ど
を
写
真
を
用
い
て
報
告
し

た
。最
後
に
施
肥
の
基
本
的
な
考

え
方
を
伝
え
講
習
会
は
終
了
し

た
。
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室
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各
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す
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形
で
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員
向
け
の
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続
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・
贈
与
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の
勉
強

会
を
開
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約
30
名
が
受
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し
た
。基
幹
的
農
業

従
事
者
数
は
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0
0
0
年
の
約
2
4
0
万
人

か
ら
2
0
2
3
年
に
は
約
1
1
6
万
人
と
半
減

し
、そ
の
年
齢
構
成
の
約
60
%
は
70
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以
上
と
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い
る
よ
う
に
農
業
界
の
高
齢
化
が
進
む

中
で
、こ
れ
か
ら
の
相
続
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

増
加
を
見
込
み
職
員
対
応
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
た
。

　開
催
に
当
た
り
堀
弘
幸
組
合
長
は「
当
J
A

で
も
組
合
員
の
高
齢
化
は
顕
著
で
す
。不
安
を

抱
え
多
く
の
相
談
が
く
る
で
し
ょ
う
。税
理
士

で
は
な
い
の
で
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
が
、適
切
な
人
へ
繋
ぐ
こ
と
は
で

き
る
は
ず
で
す
。そ
の
た
め
に
も
こ
の
勉
強
会

を
通
し
て
少
し
で
も
多
く
の
知
識
習
得
に
努
め

て
頂
き
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　勉
強
会
の
講
師
に
N
P
O
法
人
農
業
支
援
セ

ン
タ
ー
北
海
道
協
力
の
も
と
、税
理
士
法
人
松

井
一
晃
事
務
所
か
ら
安
部
勉
税
理
士
を
招
き

「
相
続
税
・
贈
与
税
の
概
要
と
農
業
の
経
営
継

承
〜
円
滑
な
経
営
継
承
と
円
満
な
相
続
〜
」を

テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。ま
ず
基
本
的
な
相
続
と

贈
与
の
類
似
点
や
相
違
点
の
ほ
か
、遺
言
書
に

お
い
て
の
注
意
点
に
加
え
、現
在
は
法
務
局
で

内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
や
保
管
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
さ
れ
た
。

　参
加
し
た
職
員
か
ら
は「
経
営
移
譲
な
ど
で

名
義
を
替
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
い
つ
が
良
い

か
」「
個
人
と
法
人
で
の
経
営
継
承
の
違
い
と
留

意
点
は
あ
る
か
」な
ど
様
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な
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が
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広域

今
後
の
営
農
活
動
の
力
に

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
塾
開
催

　2
月
12
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
札
幌
で
令
和
6
年

度
北
海
道
産
業
貢
献
賞
の
授
賞
式
が
開
催
さ

れ
、
妻
の
宮
田
千
春
さ
ん
と
息
子
の
俊
介
さ
ん

が
代
理
で
出
席
し
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
。

　故
宮
田
広
幸
氏
は
、
平
成
4
年
以
来
旧
Ｊ
Ａ

穂
別
の
理
事
・
副
組
合
長
を
は
じ
め
、
平
成
13

年
の
広
域
合
併
後
も
Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い
広
域
の

理
事
・
組
合
長
と
し
て
組
合
員
の
経
営
安
定
と

農
協
の
健
全
な
経
営
に
努
め
た
。
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
で
は
、組
合
員
の
農
地
や
農
業
施
設
、

農
協
生
産
施
設
等
の
復
旧
・
復
興
に
尽
力
し
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
生
産
資
材
高
騰
に
対
応
す
る

た
め
、
新
た
な
土
壌
分
析
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
な
ど
、
地
域
農
業
の

振
興
に
多
大
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
受
賞
と

な
っ
た
。

　受
賞
を
受
け
千
春
さ
ん
は
「
こ
の
度
、
栄

え
あ
る
北
海
道
産
業
貢
献
賞
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
、亡
く
な
っ
た
主
人
に
代
わ
り
ま
し
て
、

誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
こ
の
賞
を
受
賞
で

き
た
の
は
、
主
人
一
人
の
力
で
は
な
く
、
長

年
に
渡
る
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支

援
、
及
び
農
協
を
始
め
と
し
た
全
て
の
関
係

機
関
の
お
引
き
立
て
の
賜
物
と
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

地
域
農
業
の
振
興
に

多
大
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
る

広域

故
宮
田
前
組
合
長
が
北
海
道
産
業
貢
献
賞
を
受
賞

▲挨拶する青野白老・
苫小牧支所長

▲総会終了後の会食の様子
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▲日本酒の試飲を楽しむ部員

▲カルビー北海道工場で集合写真
▲出来上がった滑り台で遊ぶ園児達

▲多くの盟友が制作に協力してくれた（集合写真）

▲一丸となって制作に取り組む様子

▲総会の様子

▲安井組合長挨拶 ▲祝辞を述べる松原常務

▲新役員挨拶の様子

▲総会の様子

カメラレポート

地域の話題を

パチリと

　立
春
を
迎
え
、暖
か
な
日
々
が
待
ち
遠
し
い

２
月
４
日
。

　追
分
ア
サ
ヒ
メ
ロ
ン
組
合（
安
井
貴
志
組
合

長
）は
、安
平
町
農
村
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て「
第

55
回
追
分
ア
サ
ヒ
メ
ロ
ン
組
合
通
常
総
会
」を

開
催
し
た
。

　当
日
は
、生
産
者
22
名
、来
賓
と
し
て
安
平
町

か
ら
及
川
町
長
を
は
じ
め
、J
A
か
ら
堀
組
合

長
・
西
島
地
区
担
当
理
事
代
行
・
市
場
関
係
者
ら

を
含
め
、総
勢
33
名
が
出
席
し
た
。

　総
会
の
挨
拶
に
当
た
り
安
井
組
合
長
が「
昨

年
は
、５
月
９
日
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
、夏
の
高

温
に
よ
り
前
進
出
荷
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
例
年

よ
り
も
早
い
10
月
７
日
出
荷
が
最
終
と
な
り
ま

し
た
。実
績
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
皆
様
の
ご

協
力
も
あ
り
、数
量
で
前
年
比

99
％
、金
額

1
0
2
％
、単
価
1
0
3
％
と
い
う
実
績
に
な

り
ま
し
た
。猛
暑
の
影
響
も
あ
り
苦
労
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、み
な
さ
ん
の
努
力
も
あ

り
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

の
結
果
に
満
足
せ
ず
、令
和
７
年
度
の
事
業
計

画
を
達
成
す
る
た
め
に
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
進
め
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　ま
た
、令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

書
・
令
和
7
年
度
事
業
計
画
な
ど
の
議
案
が
承

認
さ
れ
、令
和
７
年
度
は
作
付
面
積
25
・
７
ha・

販
売
金
額
３
億
６
千
２
５
０
万
円
の
販
売
目
標

を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

　総
会
終
了
後
に
は
、普
段
交
流
の
少
な
い
生

産
者
・
市
場
関
係
者
ら
の
懇
談
の
場
を
設
け
、机

上
に
は
た
く
さ
ん
の
オ
ー
ド
ブ
ル
等
が
並
び
、

懇
親
を
深
め
た
。

　２
月
６
日
、む
か
わ
町
さ
く
ら
認
定
こ
ど
も

園
に
て
、農
協
青
年
部
が
一
丸
と
な
っ
て
、雪
の

滑
り
台
を
制
作
し
た
。

　今
年
も
園
児
数
約
50
人
の
父
母
会
よ
り
農
協

青
年
部
に「
園
児
の
た
め
に
滑
り
台
を
作
っ
て

ほ
し
い
」と
の
依
頼
が
あ
り
、快
諾
し
た
。例
年

だ
と
１
月
中
に
は
、作
業
し
て
い
た
が
、暖
冬
の

影
響
で
雪
が
少
な
い
こ
と
が
影
響
し
、昨
年
に

比
べ
て
10
日
ほ
ど
遅
れ
た
。

　当
日
は
18
時
か
ら
14
名
で
行
わ
れ
、手
元
が

薄
暗
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、子
供
た
ち
の
喜

ぶ
顔
を
早
く
見
た
い
気
持
ち
に
後
押
し
さ
れ
、

わ
ず
か
１
時
間
半
で
作
り
上
げ
た
。園
庭
に
は
、

高
さ
約
１・
５
メ
ー
ト
ル
、全
長
約
７
メ
ー
ト
ル

の
滑
り
台
が
２
台
完
成
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
に
立

派
な
階
段
を
設
け
、ス
ロ
ー
プ
は
圧
雪
し
た
後
、

水
を
か
け
て
滑
り
や
す
く
し
て
い
る
。

　翌
朝
、完
成
し
た
滑
り
台
を
見
た
子
供
た
ち

は
、早
く
遊
び
た
い
気
持
ち
を
抑
え
き
れ
な
い

様
子
で
、行

列
を
作
り
、

心
行
く
ま
で

滑
り
台
を
楽

し
ん
だ
。

　順
番
待
ち

の
子
供
た
ち

は「
朝
か
ら
待
ち
遠
し
か
っ
た
。早
く
滑
り
た
く

て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」と
大
興
奮
の
笑
顔
を
見
せ
た
。

　先
生
か
ら
は「
し
ば
ら
く
雪
遊
び
が
出
来
て

い
な
か
っ
た
の
で
、外
で
遊
ん
で
い
て
も
物
足

り
な
さ
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。滑
り
台
の
お
か

げ
で
、子
供
た
ち
の
テ
ン
シ
ョ
ン
は
高
く
、作
っ

て
く
れ
た
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
」と
お
礼
を
述
べ
た
。

　走
り
回
る
子
供
た
ち
か
ら「
何
回
滑
っ
て
も

楽
し
い
。作
っ
て
く
れ
た
お
兄
さ
ん
達
に
お
礼

を
言
い
た
い
」等
の
声
が
上
が
り
、今
回
の
取
り

組
み
が
と
て
も
満
足
し
て
も
ら
え
た
様
子
が
印

象
に
残
っ
た
。

　最
後
に
中
澤
支
部
長
は「
子
供
た

ち
が
園
で
、過
ご
す
時
間
を
充
実
さ

せ
て
あ
げ
た
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
。

滑
り
台
を
き
っ
か
け
に
、子
供
た
ち

が
屋
外
で
伸
び
伸
び
と
元
気
に
遊
ん

で
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
。思
う
存
分

遊
ん
で
ほ
し
い
。ま
た
、夜
に
も
関
わ

ら
ず
、集
ま
っ
て
く
れ
た
盟
友
達
に

感
謝
し
て
い
る
」と
思
い
を
語
っ
た
。

　夜
空
に
浮
か
ぶ
月
も
凍
え
る
よ
う
な
2
月
18

日
。
J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
青
年
部
追
分
支
部

は
、
追
分
支
所
2
階
会
議
室
で
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。
盟
友
本
人
出
席
と
委
任
状
出
席
あ
わ

せ
て
12
名
が
出
席
。
来
賓
と
し
て
安
平
町
産
業

振
興
課
か
ら
森
池
課
長
、
J
A
か
ら
松
原
常
務

を
来
賓
と
し
て
招
き
、総
勢
14
名
が
出
席
し
た
。

　来
賓
の
J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域

　松
原
常
務

は「
昨
年
の
農
業
情
勢
を
振
り
返
り
ま
す
と
、農

業
生
産
資
材
の
高
止
ま
り
が
続
い
て
お
り
、
農

業
経
営
の
厳
し
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
か
と

思
い
ま
す
が
、
農
協
の
中
で
も
若
い
青
年
部
の

皆
様
に
は
農
協
事
業
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い

た
だ
き
、
農
協
運
営
に
対
し
て
抱
え
て
い
る
悩

み
な
ど
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
農
協
の

事
業
発
展
に

繋
げ
て
い
た

だ
き
た
い
」

と
挨
拶
し
、

熱
く
盟
友
を

激
励
し
た
。

　ま
た
、
令
和
6
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

書
・
令
和
7
年
度
事
業
計
画
な
ど
の
議
案
が
全

て
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　同
青
年
部

　菅
原
修
介
支
部
長
は「
昨
年
は
、

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
か
ら
幕
を
開

け
、そ
の
後
も
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
自
然
災
害
、

そ
し
て
記
録
的
な
猛
暑
な
ど
様
々
な
ニ
ュ
ー
ス

が
飛
び
交
う
激
動
の
1
年
で
し
た
。
追
分
支
部

と
し
ま
し
て
も
、
例
年
の
事
業
に
加
え
新
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
だ
『
う
ま
か
祭

り
で
の
メ
ロ
ン
販
売
』
で
は
多
く

の
方
に
ご
購
入
い
た
だ
き
地
域
に

貢
献
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
ま
た
農
業
情
勢
に
目

を
向
け
ま
す
と
生
産
費
の
高
騰
な

ど
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
青
年

部
追
分
支
部
の
若
い
力
を
結
集
さ

せ
、
こ
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越

え
次
の
世
代
に
繋
が
る
活
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
」
と
挨
拶
し
、
総
会
は
無
事

終
了
し
た
。

作
っ
て
く
れ
た
お
兄
さ
ん
達
に
お
礼
を
言
い
た
い

穂別

さ
く
ら
認
定
こ
ど
も
園
に「
雪
の
滑
り
台
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト

売
上
げ
高
単
価

前
年
を
上
回
る

追分

第
55
回 

追
分
ア
サ
ヒ
メ
ロ
ン
組
合
通
常
総
会

　秋
も
終
わ
り
、
木
枯
ら
し
が
吹
き
付
け
る
12

月
2
日
。
青
年
部
追
分
支
部
は
、
昨
年
に
続
き

道
内
視
察
研
修
を
実
施
し
、
当
日
は
8
名
の
部

員
が
集
ま
っ
た
。

　1
日
目
は
、
小
樽
市
に
あ
る
「
田
中
酒
造 

亀
甲
蔵
」
を
視
察
。
亀
甲
蔵
は
、
創
業
明
治
38

年
頃
に
建
て
ら
れ
た
石
造
倉
庫
群
で
、
小
樽
市

の
「
歴
史
的
建
造
物
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

1
2
0
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
酒
造
だ
。
2
階

の
製
造
現
場
で
は
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
仕
込
み
を

見
学
す
る
こ
と
が
出
来
、
年
間
を
通
し
て
日
本

酒
の
仕
込
み
を
行
う
「
四
季
醸
造
蔵
」
と
い
う

特
徴
が
あ
る
た
め
、
年
中
見
学
で
き
る
全
国
的

に
も
珍
し
い
酒
造
と
な
る
。
工
場
の
廊
下
の
壁

に
は
ク
イ
ズ
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
難
題
な
ク

イ
ズ
に
部
員
た
ち
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
工

場
見
学
後
は
、
店
舗
フ
ロ
ア
に
て
試
飲
を
楽
し

み
各
々
好

み
の
日
本

酒
を
購
入

し
て
い
る

姿
が
見
ら

れ
た
。

　2
日
目

は
、
千
歳

市
に
あ
る

「
カ
ル
ビ
ー

北
海
道
工

場
」を
視

察
。同
工
場
は
、全
国
に
13
の
工
場
を
持
つ
カ

ル
ビ
ー
の
北
海
道
工
場
。
工
場
内
で
は
、
カ
ル

ビ
ー
の
歴
史
を
は
じ
め
、
じ
ゃ
が
ポ
ッ
ク
ル
製

造
ラ
イ
ン
、
じ
ゃ
が
い
も
の
貯
蔵
庫
、
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
製
造
ラ
イ
ン
を
見
学
し
、
工
場
見
学

の
合
間
に
は
出
来
た
て
の
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
や
、

普
段
食
べ
る
こ
と
の
な
い
味
付
け
前
の
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
の
試
食
を
堪
能
し
た
。
部
員
は
「
出

来
た
て
の
チ
ッ
プ
ス
は
い
つ
も
よ
り
数
倍
美
味

し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　今
回
の
青
年
部
追
分
支
部
道
内
視
察
研
修
は
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
役
立
つ
お
話
や
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
視
察
研
修

と
な
っ
た
。

近
年
作
付
け
が
増
加
す
る
加
工
馬
鈴
薯
の

製
造
工
場
等
を
視
察
す
る

追分

青
年
部
追
分
支
部

　道内
視
察
研
修
を
開
催

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
る

追分

第
24
回

　青年
部
追
分
支
部

　通常
総
会
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▲日本酒の試飲を楽しむ部員

▲カルビー北海道工場で集合写真
▲出来上がった滑り台で遊ぶ園児達

▲多くの盟友が制作に協力してくれた（集合写真）

▲一丸となって制作に取り組む様子

▲総会の様子

▲安井組合長挨拶 ▲祝辞を述べる松原常務

▲新役員挨拶の様子

▲総会の様子

カメラレポート

地域の話題を

パチリと

　立
春
を
迎
え
、暖
か
な
日
々
が
待
ち
遠
し
い

２
月
４
日
。

　追
分
ア
サ
ヒ
メ
ロ
ン
組
合（
安
井
貴
志
組
合

長
）は
、安
平
町
農
村
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て「
第

55
回
追
分
ア
サ
ヒ
メ
ロ
ン
組
合
通
常
総
会
」を

開
催
し
た
。

　当
日
は
、生
産
者
22
名
、来
賓
と
し
て
安
平
町

か
ら
及
川
町
長
を
は
じ
め
、J
A
か
ら
堀
組
合

長
・
西
島
地
区
担
当
理
事
代
行
・
市
場
関
係
者
ら

を
含
め
、総
勢
33
名
が
出
席
し
た
。

　総
会
の
挨
拶
に
当
た
り
安
井
組
合
長
が「
昨

年
は
、５
月
９
日
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
、夏
の
高

温
に
よ
り
前
進
出
荷
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
例
年

よ
り
も
早
い
10
月
７
日
出
荷
が
最
終
と
な
り
ま

し
た
。実
績
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
皆
様
の
ご

協
力
も
あ
り
、数
量
で
前
年
比

99
％
、金
額

1
0
2
％
、単
価
1
0
3
％
と
い
う
実
績
に
な

り
ま
し
た
。猛
暑
の
影
響
も
あ
り
苦
労
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、み
な
さ
ん
の
努
力
も
あ

り
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

の
結
果
に
満
足
せ
ず
、令
和
７
年
度
の
事
業
計

画
を
達
成
す
る
た
め
に
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
進
め
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　ま
た
、令
和
６
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

書
・
令
和
7
年
度
事
業
計
画
な
ど
の
議
案
が
承

認
さ
れ
、令
和
７
年
度
は
作
付
面
積
25
・
７
ha・

販
売
金
額
３
億
６
千
２
５
０
万
円
の
販
売
目
標

を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

　総
会
終
了
後
に
は
、普
段
交
流
の
少
な
い
生

産
者
・
市
場
関
係
者
ら
の
懇
談
の
場
を
設
け
、机

上
に
は
た
く
さ
ん
の
オ
ー
ド
ブ
ル
等
が
並
び
、

懇
親
を
深
め
た
。

　２
月
６
日
、む
か
わ
町
さ
く
ら
認
定
こ
ど
も

園
に
て
、農
協
青
年
部
が
一
丸
と
な
っ
て
、雪
の

滑
り
台
を
制
作
し
た
。

　今
年
も
園
児
数
約
50
人
の
父
母
会
よ
り
農
協

青
年
部
に「
園
児
の
た
め
に
滑
り
台
を
作
っ
て

ほ
し
い
」と
の
依
頼
が
あ
り
、快
諾
し
た
。例
年

だ
と
１
月
中
に
は
、作
業
し
て
い
た
が
、暖
冬
の

影
響
で
雪
が
少
な
い
こ
と
が
影
響
し
、昨
年
に

比
べ
て
10
日
ほ
ど
遅
れ
た
。

　当
日
は
18
時
か
ら
14
名
で
行
わ
れ
、手
元
が

薄
暗
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、子
供
た
ち
の
喜

ぶ
顔
を
早
く
見
た
い
気
持
ち
に
後
押
し
さ
れ
、

わ
ず
か
１
時
間
半
で
作
り
上
げ
た
。園
庭
に
は
、

高
さ
約
１・
５
メ
ー
ト
ル
、全
長
約
７
メ
ー
ト
ル

の
滑
り
台
が
２
台
完
成
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
に
立

派
な
階
段
を
設
け
、ス
ロ
ー
プ
は
圧
雪
し
た
後
、

水
を
か
け
て
滑
り
や
す
く
し
て
い
る
。

　翌
朝
、完
成
し
た
滑
り
台
を
見
た
子
供
た
ち

は
、早
く
遊
び
た
い
気
持
ち
を
抑
え
き
れ
な
い

様
子
で
、行

列
を
作
り
、

心
行
く
ま
で

滑
り
台
を
楽

し
ん
だ
。

　順
番
待
ち

の
子
供
た
ち

は「
朝
か
ら
待
ち
遠
し
か
っ
た
。早
く
滑
り
た
く

て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」と
大
興
奮
の
笑
顔
を
見
せ
た
。

　先
生
か
ら
は「
し
ば
ら
く
雪
遊
び
が
出
来
て

い
な
か
っ
た
の
で
、外
で
遊
ん
で
い
て
も
物
足

り
な
さ
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。滑
り
台
の
お
か

げ
で
、子
供
た
ち
の
テ
ン
シ
ョ
ン
は
高
く
、作
っ

て
く
れ
た
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
い

ま
す
」と
お
礼
を
述
べ
た
。

　走
り
回
る
子
供
た
ち
か
ら「
何
回
滑
っ
て
も

楽
し
い
。作
っ
て
く
れ
た
お
兄
さ
ん
達
に
お
礼

を
言
い
た
い
」等
の
声
が
上
が
り
、今
回
の
取
り

組
み
が
と
て
も
満
足
し
て
も
ら
え
た
様
子
が
印

象
に
残
っ
た
。

　最
後
に
中
澤
支
部
長
は「
子
供
た

ち
が
園
で
、過
ご
す
時
間
を
充
実
さ

せ
て
あ
げ
た
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
。

滑
り
台
を
き
っ
か
け
に
、子
供
た
ち

が
屋
外
で
伸
び
伸
び
と
元
気
に
遊
ん

で
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
。思
う
存
分

遊
ん
で
ほ
し
い
。ま
た
、夜
に
も
関
わ

ら
ず
、集
ま
っ
て
く
れ
た
盟
友
達
に

感
謝
し
て
い
る
」と
思
い
を
語
っ
た
。

　夜
空
に
浮
か
ぶ
月
も
凍
え
る
よ
う
な
2
月
18

日
。
J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
青
年
部
追
分
支
部

は
、
追
分
支
所
2
階
会
議
室
で
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。
盟
友
本
人
出
席
と
委
任
状
出
席
あ
わ

せ
て
12
名
が
出
席
。
来
賓
と
し
て
安
平
町
産
業

振
興
課
か
ら
森
池
課
長
、
J
A
か
ら
松
原
常
務

を
来
賓
と
し
て
招
き
、総
勢
14
名
が
出
席
し
た
。

　来
賓
の
J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域

　松
原
常
務

は「
昨
年
の
農
業
情
勢
を
振
り
返
り
ま
す
と
、農

業
生
産
資
材
の
高
止
ま
り
が
続
い
て
お
り
、
農

業
経
営
の
厳
し
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
か
と

思
い
ま
す
が
、
農
協
の
中
で
も
若
い
青
年
部
の

皆
様
に
は
農
協
事
業
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い

た
だ
き
、
農
協
運
営
に
対
し
て
抱
え
て
い
る
悩

み
な
ど
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
農
協
の

事
業
発
展
に

繋
げ
て
い
た

だ
き
た
い
」

と
挨
拶
し
、

熱
く
盟
友
を

激
励
し
た
。

　ま
た
、
令
和
6
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

書
・
令
和
7
年
度
事
業
計
画
な
ど
の
議
案
が
全

て
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　同
青
年
部

　菅
原
修
介
支
部
長
は「
昨
年
は
、

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
か
ら
幕
を
開

け
、そ
の
後
も
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
自
然
災
害
、

そ
し
て
記
録
的
な
猛
暑
な
ど
様
々
な
ニ
ュ
ー
ス

が
飛
び
交
う
激
動
の
1
年
で
し
た
。
追
分
支
部

と
し
ま
し
て
も
、
例
年
の
事
業
に
加
え
新
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
だ
『
う
ま
か
祭

り
で
の
メ
ロ
ン
販
売
』
で
は
多
く

の
方
に
ご
購
入
い
た
だ
き
地
域
に

貢
献
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
ま
た
農
業
情
勢
に
目

を
向
け
ま
す
と
生
産
費
の
高
騰
な

ど
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
青
年

部
追
分
支
部
の
若
い
力
を
結
集
さ

せ
、
こ
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越

え
次
の
世
代
に
繋
が
る
活
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
」
と
挨
拶
し
、
総
会
は
無
事

終
了
し
た
。

作
っ
て
く
れ
た
お
兄
さ
ん
達
に
お
礼
を
言
い
た
い

穂別

さ
く
ら
認
定
こ
ど
も
園
に「
雪
の
滑
り
台
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト

売
上
げ
高
単
価

前
年
を
上
回
る

追分

第
55
回 

追
分
ア
サ
ヒ
メ
ロ
ン
組
合
通
常
総
会

　秋
も
終
わ
り
、
木
枯
ら
し
が
吹
き
付
け
る
12

月
2
日
。
青
年
部
追
分
支
部
は
、
昨
年
に
続
き

道
内
視
察
研
修
を
実
施
し
、
当
日
は
8
名
の
部

員
が
集
ま
っ
た
。

　1
日
目
は
、
小
樽
市
に
あ
る
「
田
中
酒
造 

亀
甲
蔵
」
を
視
察
。
亀
甲
蔵
は
、
創
業
明
治
38

年
頃
に
建
て
ら
れ
た
石
造
倉
庫
群
で
、
小
樽
市

の
「
歴
史
的
建
造
物
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

1
2
0
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
酒
造
だ
。
2
階

の
製
造
現
場
で
は
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
仕
込
み
を

見
学
す
る
こ
と
が
出
来
、
年
間
を
通
し
て
日
本

酒
の
仕
込
み
を
行
う
「
四
季
醸
造
蔵
」
と
い
う

特
徴
が
あ
る
た
め
、
年
中
見
学
で
き
る
全
国
的

に
も
珍
し
い
酒
造
と
な
る
。
工
場
の
廊
下
の
壁

に
は
ク
イ
ズ
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
難
題
な
ク

イ
ズ
に
部
員
た
ち
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
工

場
見
学
後
は
、
店
舗
フ
ロ
ア
に
て
試
飲
を
楽
し

み
各
々
好

み
の
日
本

酒
を
購
入

し
て
い
る

姿
が
見
ら

れ
た
。

　2
日
目

は
、
千
歳

市
に
あ
る

「
カ
ル
ビ
ー

北
海
道
工

場
」を
視

察
。同
工
場
は
、全
国
に
13
の
工
場
を
持
つ
カ

ル
ビ
ー
の
北
海
道
工
場
。
工
場
内
で
は
、
カ
ル

ビ
ー
の
歴
史
を
は
じ
め
、
じ
ゃ
が
ポ
ッ
ク
ル
製

造
ラ
イ
ン
、
じ
ゃ
が
い
も
の
貯
蔵
庫
、
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
製
造
ラ
イ
ン
を
見
学
し
、
工
場
見
学

の
合
間
に
は
出
来
た
て
の
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
や
、

普
段
食
べ
る
こ
と
の
な
い
味
付
け
前
の
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
ス
の
試
食
を
堪
能
し
た
。
部
員
は
「
出

来
た
て
の
チ
ッ
プ
ス
は
い
つ
も
よ
り
数
倍
美
味

し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　今
回
の
青
年
部
追
分
支
部
道
内
視
察
研
修
は
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
役
立
つ
お
話
や
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
視
察
研
修

と
な
っ
た
。

近
年
作
付
け
が
増
加
す
る
加
工
馬
鈴
薯
の

製
造
工
場
等
を
視
察
す
る

追分

青
年
部
追
分
支
部

　道内
視
察
研
修
を
開
催

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
る

追分

第
24
回

　青年
部
追
分
支
部

　通常
総
会



第24回通常総代会のお知らせ

来る4月9日、厚真町総合福祉センターで第24回通常総代会を開催いたします。
令和6度事業報告、令和7年度事業計画案などの議案を上程し、総代の皆様にお諮りいたします。

日時　令和7年4月9日（水）10：00 ～（開場9：00 ～）
場所　厚真町総合福祉センター

▲来賓挨拶をする堀組合長

　JAとまこまい広域交粋会（構成メンバー40歳以下の職員）は2月8
日、苫小牧市内で設立10周年祝賀会を開き、交粋会メンバー23名に
加え来賓として堀組合長と石橋専務が出席した。

　同会は、若手職
員の相互業務と
情報を共有するこ
とや、6支所にま
たがり東京都と同
じ面積を抱える当
JAにおいて、日頃
中々交流できない
職員同士の親睦
を深めることを目
的として、平成26
年12月20日に設立された。
　同会の本田会長が業務の都合で途中参加となったことを
受け、代理で開催挨拶に当たった大島副会長は「これまで、
米の乾燥施設など様々な農協施設の見学や、あつま国際雪
上３本引き大会など地域活動の参加を通して、他業務の理
解や親睦も深めてきました。これからもこの交粋会を通して
若手職員の交流を深め、業務に活かして頂ければと思いま
す」と話した。

▲参加メンバーたち

若手職員の交流組織「交粋会」10周年を迎える
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理事会報告
令和7年2月21日（金）に総合営農センターで第1回理事会が開催され、次の事項について報告、協議、承認がされました。

協 議
事 項

   1. 春期組合員懇談会実施要領案について
   2. 令和7年度事業計画案について

付 議
事 項

議案第 １ 号　決算基準日資産査定結果について
議案第 2 号　令和6年度事業報告、貸借対照表、損益決算書及び余剰金処分案について
議案第 3 号　令和7年度固定資産投資計画について
議案第 4 号　令和7年度経営定期点検実施計画書について
議案第 5 号　貸付金利率の最高限度の設定について
議案第 6 号　理事に対する貯金担保貸付及び共済担保貸付の具体的包括承認について
議案第 7 号　同一人及び同一人自身に対する信用供与等の限度額設定について
議案第 8 号　令和7年度人事労務基本方針について
議案第 9 号　職員就業規則、準職員就業規則、人事規程の一部変更について
議案第 10号　コンプライアンスマニュアルの一部変更について
議案第 11号　令和7年度コンプライアンス・プログラムについて
議案第 12号　北海道常例検査の回答について
議案第 13号　出資の減口と譲渡について
議案第 14号　理事への貸付について

報 告
事 項

   1. 一般報告と当面する諸行事について
  2. 組合員の異動について
  3. 固定資産の取得、処分について
  4. 余裕金運用結果について
  5. 役員報酬審議会答申について
  6. 役員推薦会議の報告について
  7. コンプライアンス委員会報告について
  8. 令和6年度コンプライアンス・プログラム

の実施状況報告について
  9. 監事の試算査定結果について
10. 内部監査結果について
11. 北海道報徳善行賞の受賞について
12. 令和6年度地域貢献結果について
13. 正組合員資格審査の結果について
14. 男女共同参画の状況について
15. 経営定期点検の結果について
16. 正准事業利用について

17. 令和6年度理事に対する貯金担保貸付及び
共済担保貸付について

18. 令和6年度理事へのリース貸付の実績につ
いて

19. 令和6年度理事貸付の実績報告について
20. 厚真夢基金の資金貸付実績について
21. JA中核農業者応援資金に係わるむかわ町

の利子補給について
22. 令和6年度共済金支払い実績について
23. 労働保険組合の令和6年度徴収・納付結果

について
24. 令和6年度産主要農畜産物生産販売・技術

対策等について
25. 令和6年度畜産クラスター事業の結果につ

いて
26. 決算棚卸結果について
27. 4月からの営業時間と繁忙期対応等について

さんさん かがやく

期待の農力

　
苫
小
牧
の
高
校
を
卒
業
後
、工
場
な

ど
で
数
十
年
勤
務
し
て
い
た
髙
橋
さ

ん
だ
が「
田
舎
で
育
っ
た
こ
と
も
あ

り
、建
物
の
中
で
働
く
よ
り
も
外
の
空

気
を
吸
い
自
然
を
感
じ
な
が
ら
仕
事

が
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、農
業
者

へ
な
り
た
い
思
い
が
強
く
な
っ
た
」と

話
す
。当
時
は「
知
り
合
い
を
頼
り
実

際
に
農
家
研
修
を
受
け
さ
せ
て
も

ら
っ
た
り
と
し
て
い
た
が
、就
農
ま
で

は
い
か
な
か
っ
た
」と
教
え
て
く
れ
た
。

「
色
々
と
調
べ
て
み
て
、厚
真
町
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
農
業
支
援
員
の

募
集
を
見
つ
け
て
応
募
。そ
こ
か
ら
3

年
間
の
研
修
を
受
け
て
、今
こ
う
し
て

厚
真
町
で
農
業
者
と
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
て
い
る
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　
髙
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ん
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研
修
農
場
で
は
農
作

物
の
栽
培
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た

が
、思
う
よ
う
に
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く
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
当
初
は
大
変
で
し
た
」と
当
時

を
振
り
返
っ
て
く
れ
た
。研
修
当
時
、

胆
振
東
部
地
震
が
発
生
。施
設
な
ど
の

被
害
を
受
け
た
厚
真
町
富
里
地
区
の

片
付
け
要
員
と
し
て
訪
れ
、伊
部
さ
ん

と
出
会
っ
た
。「
そ
の
後
、交
流
が
続
き

新
規
就
農
後
、伊
部
さ
ん
が
栽
培
し

て
い
た
種
子
長
イ
モ
の
生
産
も
受
け

継
ぐ
形
と
な
り
ま
し
た
。い
つ
も
親
身

に
な
っ
て
丁
寧
に
ご
指
導
頂
き
と
て

も
助
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。伊
部

さ
ん
が
い
な
け
れ
ば
、も
し
か
す
る
と

農
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
話
す
。「
伊
部

さ
ん
は
今
で
も
気
に
か
け
て
く
れ
、ア

ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
り
し
ま
す
し
、

困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
す
ぐ
に
頼
っ

て
し
ま
い
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
た
。　農業

の
や
り
が
い
は
と
い
う
問
い

に
髙
橋
さ
ん
は「
自
分
が
作
っ
た
農
作

物
を
美
味
し
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら

え
る
時
に
喜
び
を
感
じ
る
」と
話
す
。

　
「
今
後
の
希
望
は
、も
う
少
し
面
積

を
増
や
し
農
業
収
入
を
増
や
し
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
た
。

　北海
道
日
高
町
出
身
の
髙
橋
慶

一
さ
ん
は
、厚
真
町
の
富
野
地
区
に

あ
る
農
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
で
ホ

ウ
レ
ン
草
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
農

産
物
栽
培
の
知
識
と
技
術
を
3
年

間
学
び
、新
規
就
農
を
果
た
し
5

年
目
の
春
を
迎
え
る
。現
在
は
、種

子
長
イ
モ
70
a
、カ
ボ
チ
ャ
約
1
ha

を
1
人
で
管
理・栽
培
し
て
い
る
。

髙橋　慶一さん 厚真町本郷
たか はし けい いち

就
農
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っ
か
け

実
際
に
就
農
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て

農
業
の
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り
が
い
・

今
後
の
農
業
に
つ
い
て
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仕事がしたくて
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理事会報告
令和7年2月21日（金）に総合営農センターで第1回理事会が開催され、次の事項について報告、協議、承認がされました。

協 議
事 項

   1. 春期組合員懇談会実施要領案について
   2. 令和7年度事業計画案について

付 議
事 項

議案第 １ 号　決算基準日資産査定結果について
議案第 2 号　令和6年度事業報告、貸借対照表、損益決算書及び余剰金処分案について
議案第 3 号　令和7年度固定資産投資計画について
議案第 4 号　令和7年度経営定期点検実施計画書について
議案第 5 号　貸付金利率の最高限度の設定について
議案第 6 号　理事に対する貯金担保貸付及び共済担保貸付の具体的包括承認について
議案第 7 号　同一人及び同一人自身に対する信用供与等の限度額設定について
議案第 8 号　令和7年度人事労務基本方針について
議案第 9 号　職員就業規則、準職員就業規則、人事規程の一部変更について
議案第 10号　コンプライアンスマニュアルの一部変更について
議案第 11号　令和7年度コンプライアンス・プログラムについて
議案第 12号　北海道常例検査の回答について
議案第 13号　出資の減口と譲渡について
議案第 14号　理事への貸付について

報 告
事 項

   1. 一般報告と当面する諸行事について
  2. 組合員の異動について
  3. 固定資産の取得、処分について
  4. 余裕金運用結果について
  5. 役員報酬審議会答申について
  6. 役員推薦会議の報告について
  7. コンプライアンス委員会報告について
  8. 令和6年度コンプライアンス・プログラム

の実施状況報告について
  9. 監事の試算査定結果について
10. 内部監査結果について
11. 北海道報徳善行賞の受賞について
12. 令和6年度地域貢献結果について
13. 正組合員資格審査の結果について
14. 男女共同参画の状況について
15. 経営定期点検の結果について
16. 正准事業利用について

17. 令和6年度理事に対する貯金担保貸付及び
共済担保貸付について

18. 令和6年度理事へのリース貸付の実績につ
いて

19. 令和6年度理事貸付の実績報告について
20. 厚真夢基金の資金貸付実績について
21. JA中核農業者応援資金に係わるむかわ町

の利子補給について
22. 令和6年度共済金支払い実績について
23. 労働保険組合の令和6年度徴収・納付結果

について
24. 令和6年度産主要農畜産物生産販売・技術

対策等について
25. 令和6年度畜産クラスター事業の結果につ

いて
26. 決算棚卸結果について
27. 4月からの営業時間と繁忙期対応等について
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露地野菜の収穫が楽々 !

R6年度指導参考事項の紹介

　露地野菜の収穫作業の省力化や軽労化を目的に、安価で選
択収穫にも対応した収穫方式としてコンベヤキャリアが開発さ
れました（写真、表）。
　荷台は鉄コンテナ1基またはミニコン40基が積載できます。
　道路を走行しても問題ありません（道路法で制限される車
幅250cmに収まる構造）。

1 コンベヤキャリアの概要

　「北海道農業生産技術体系」に比べてブロッコリーで30～40%、かぼちゃで10～40%、はくさいで10～20%削減
されました（図1）。かぼちゃは、個人差や収量により差があります。

２ 収穫作業削減効果

　ブロッコリーは収穫・収納時の首や肩、かぼちゃは収穫、収納および運搬時の腕や足、はくさいは収穫、箱詰め・運搬
時の足で負担軽減効果が大きかったです（図2）。

３ 身体に対する負担軽減効果

※写真、図、表は令和6年度指導参考事項より引用

さんさん

あぐり講座
胆振農業改良普及センター東胆振支所

J A とまこまい広域

ワンポイント営農情報

表  試作されたコンベヤキャリアの仕様

方式
適応馬力

駆動方式

荷台寸法
（mm）

トラクタ直装式
70（51.5）以上

油圧
油圧

1,500
2,000

平ベルト

4,000
300
750
500

形状

長さ
幅

高さ
速度

（PS（kW））

コンベヤ
角度

縦
横

（mm）
（mm）
（mm）

（mm/s）

正転逆転式

・コンベヤに落下防止用の側壁（前
方10cm、後方5cm）、終端にス
トッパー

・コンベヤは90度回転式（固定はト
グルクランプ）

・最適人数は収穫2～3人、収納1人

コ
ン
ベ
ヤ

そ
の
他

写真 開発された直装式コンベヤキャリア

図2　身体に対する負担軽減効果
（慣行を3とした時の負担程度、かなり増加1、やや

増加2、変わらない3、やや軽減4、かなり軽減5）

負担
減

負担
増

図1　作業時間の低減効果
（北海道農業生産技術体系比）

低
減
率（
％
）

生産技術体系を100

JAとまこまい広域の主な土壌診断分析項目と土壌採取方法

　土壌の化学性は、土壌診断でしかわかりません。分析結果から土壌傾向をJAで解析し、欠乏症や過剰
障害等改善の糸口を見つけ、適正銘柄肥料導入に活用しながら土づくりを目指しましょう。

温湯消毒種子は、催芽前の浸漬温度や処理日数に敏感になっています。出来るだけ最適条件での管理として下さい。

発芽は、浸漬開始後24 時間の水温に左右されます。最初の温度が低いと、その後温度を上げても発芽の悪化につながります。

令和7年作付に向けて、土壌診断を実施しましょう！

シリーズNo.56　おいしい米づくり
～均一な苗づくりが、ムラの少ない米づくりの基礎となります～

通常年 種籾の休眠が深い年

10℃ ７日 ９～10日 発芽の不揃いが懸念される
11～12℃ ５～６日 ７～６日 良好な発芽に最も適している
13℃ ４日 ５～６日 芽の伸びすぎが懸念される

浸漬水温
浸漬日数

摘要

表 1 水温と吸水日数の関係 

（温温区） （冷温区） （冷冷区）

＜１日目水温＞ １３℃ ５℃ ５℃

＜２～10日目水温＞ １３℃ １３℃ ５℃

＜出芽率＞ ８７％ ５３％ １％

図 1 浸漬時の水温条件と出芽・苗立(は種後６日目) 

令和 2 年岩手県技術資料より

採土深
15cm

地表面

土壌面

採土
部分

地表面は
軽く取除く

土壌サンプル採取方法

生育が均一な場合は、ほ場毎に4～5か所から
採取し、500g程度をサンプルとします。

詳細につきましては、各支所営農課にお問い合わせください。

一般分析
pH ………………土壌の酸性、アルカリ性を示す指標
EC ………………土壌の塩基濃度を示す尺度
リン酸吸収係数…土壌が固定するリン酸量の指標
有効態リン酸……作物が吸収できるリン酸量の指標
塩基飽和度（石灰・苦土・加里）
　…………………CECに占める石灰、苦土、加里の割合
CEC ……………土壌の肥料を保持する力を示す指標
可給態ケイ酸……水稲栽培では重要なケイ酸の指標
腐植………………土壌中の有機物含有量の指標

微量要素分析
遊離酸化鉄（鉄含有量）…水田の老朽化・根腐れを防ぐ指標
交換性マンガン…光合成や葉緑素の生成に関与するマンガンの指標
ナトリウム………過剰蓄積は生育障害や収量低下を招く可能性あり
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（PS（kW））

コンベヤ
角度

縦
横

（mm）
（mm）
（mm）

（mm/s）

正転逆転式

・コンベヤに落下防止用の側壁（前
方10cm、後方5cm）、終端にス
トッパー

・コンベヤは90度回転式（固定はト
グルクランプ）

・最適人数は収穫2～3人、収納1人

コ
ン
ベ
ヤ

そ
の
他

写真 開発された直装式コンベヤキャリア

図2　身体に対する負担軽減効果
（慣行を3とした時の負担程度、かなり増加1、やや

増加2、変わらない3、やや軽減4、かなり軽減5）

負担
減

負担
増

図1　作業時間の低減効果
（北海道農業生産技術体系比）

低
減
率（
％
）

生産技術体系を100

JAとまこまい広域の主な土壌診断分析項目と土壌採取方法

　土壌の化学性は、土壌診断でしかわかりません。分析結果から土壌傾向をJAで解析し、欠乏症や過剰
障害等改善の糸口を見つけ、適正銘柄肥料導入に活用しながら土づくりを目指しましょう。

温湯消毒種子は、催芽前の浸漬温度や処理日数に敏感になっています。出来るだけ最適条件での管理として下さい。

発芽は、浸漬開始後24 時間の水温に左右されます。最初の温度が低いと、その後温度を上げても発芽の悪化につながります。

令和7年作付に向けて、土壌診断を実施しましょう！

シリーズNo.56　おいしい米づくり
～均一な苗づくりが、ムラの少ない米づくりの基礎となります～

通常年 種籾の休眠が深い年

10℃ ７日 ９～10日 発芽の不揃いが懸念される
11～12℃ ５～６日 ７～６日 良好な発芽に最も適している
13℃ ４日 ５～６日 芽の伸びすぎが懸念される

浸漬水温
浸漬日数

摘要

表 1 水温と吸水日数の関係 

（温温区） （冷温区） （冷冷区）

＜１日目水温＞ １３℃ ５℃ ５℃

＜２～10日目水温＞ １３℃ １３℃ ５℃

＜出芽率＞ ８７％ ５３％ １％

図 1 浸漬時の水温条件と出芽・苗立(は種後６日目) 

令和 2 年岩手県技術資料より

採土深
15cm

地表面

土壌面

採土
部分

地表面は
軽く取除く

土壌サンプル採取方法

生育が均一な場合は、ほ場毎に4～5か所から
採取し、500g程度をサンプルとします。

詳細につきましては、各支所営農課にお問い合わせください。

一般分析
pH ………………土壌の酸性、アルカリ性を示す指標
EC ………………土壌の塩基濃度を示す尺度
リン酸吸収係数…土壌が固定するリン酸量の指標
有効態リン酸……作物が吸収できるリン酸量の指標
塩基飽和度（石灰・苦土・加里）
　…………………CECに占める石灰、苦土、加里の割合
CEC ……………土壌の肥料を保持する力を示す指標
可給態ケイ酸……水稲栽培では重要なケイ酸の指標
腐植………………土壌中の有機物含有量の指標

微量要素分析
遊離酸化鉄（鉄含有量）…水田の老朽化・根腐れを防ぐ指標
交換性マンガン…光合成や葉緑素の生成に関与するマンガンの指標
ナトリウム………過剰蓄積は生育障害や収量低下を招く可能性あり

　　　

12 11
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広域農協支所別取引成績（3月）
令和7年2月13日

白　老

苫小牧

早　来

厚　真

穂　別

追　分

と ま こ ま い
広 　 　 域

胆 振 管 内

市 場 計

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

19
9

2 9
17
16
11
15
2 8

6
2

8 5
6 7

17 3
13 2
8 91
6 7 8

6 6 0 , 0 0 0
517 , 5 5 6

6 2 4 , 7 9 3
4 3 2 , 3 5 3
6 0 3 , 5 6 3
5 0 9 , 4 5 5
6 0 8 , 4 0 0
519 ,14 3
6 6 3 , 5 0 0
5 7 7 , 5 0 0
6 2 8 , 5 0 6
4 9 7 , 0 6 0
6 3 8 , 6 8 2
5 0 6 , 212
6 2 0 , 212
4 9 7 , 8 9 2

1. 218
1. 0 5 9

1.14 3
0 . 9 31
1.15 8
1. 0 3 9
1.13 7
1. 0 6 3
1.14 3
1. 0 7 7
1.161
1. 0 2 4
1.16 0
1. 0 2 2
1.12 4
1. 016

1, 8 9 0
1, 6 7 0

1, 8 2 3
1, 4 0 3
1, 7 6 2
1, 5 41
1, 7 5 4
1, 5 7 4
1, 8 4 7
1, 719
1, 816
1, 5 4 4
1, 8 5 3
1, 5 8 9
1, 8 5 4
1, 5 8 6

平均kg/単価（円）性別 成立頭数（頭） 価格平均（円） 平均日齢/体重（kg）

お悔やみ 謹んでご冥福をお祈りいたします。

1/26

1/28

2/21

87

96

91

苫小牧市

厚真町

むかわ町

早勢　義雄さん

堀　　コトさん

柴田　歌子さん

月 日   地 区      氏　　 名        享年

ホクレン南北海道黒毛和種市場

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日

30日

1日
2日
3日
4日

第 3 回監事会・第 3 回理事会、
役員コンプライアンス研修

広域ほうれん草総会

むかわ町農業振興対策協議会

春分の日（祝）

第 2 回経営会議、厚真町土地改良区総代会
広域青年部第 24 回通常総会及び常勤役職員との意見交換会

第1回単独企業説明会（苫小牧）

馬鈴薯生産部会第13 回定期総会、
広域和牛担い手部会総会

第 2 回企画会議、
令和 6 年度 JA日胆地区女性協議会定期総会（苫小牧）

安平町和牛生産改良組合総会、
早来追分支所合同運営協議会、厚真町農業振興協議会

追分地区農産物集出荷施設竣工式

新採用職員辞令交付、新採用職員研修会

令和 7 年度新採用職員研修～11日（JA カレッジ）

第 24 回通常総代会、第 4 回監事会・第 4 回理事会

JA むかわ通常総会　胆振管内関係行政あいさつ回り～11日

大卒採用試験（苫小牧）

退職辞令交付、定期異動辞令交付

5日
6日
7日
8日
9日

10日
11日
12日
13日
14日
15日

日

月

29日

31日

J A 日 誌

火

水

木

金

土

日

日

月

月

火

水

木

金

土

火

水

木

金

土

日

日

月

月

火

水

木

金

土

火

2025   3月

2025   4月

土

金

木

水

火

日

土

金

木

水

購買部 令和7年度春の繁忙期・祝日対応予定表（カレンダー）

令和7年4月からの営業時間一覧表（～10月末迄）

一般業務

本所　　 厚真支所

8：30～17：00 ー

ー

ー

ー

ー

ー

8：30～17：00

一般業務・金融業務とも休業

持込
12：00まで

4/29
（火）

8：30～12：00持込
10：00まで

5/1
（木）

持込
12：00まで

持込
12：00まで

持込
12：00まで

持込
12：00まで

持込
12：00まで

5/2
（金）

5/3
（土）

5/4
（日）

5/5
（月）

5/6
（火）

5/7
（水）

4/30
（水）

休業

休業

休業

休業

8：30～12：00

9：00～18：00

9：00～16：00

4/29(火)
5/3(土)～5/6(火)

8：30～17：00

8：00～18：00

8：30～12：00
（5/3含む）

8：30～12：00
（5/3含む）

8：30～12：00
（5/3含む）

8：30～12：00
（5/3含む）

8：30～12：00
（5/3含む）

8：30～12：00
（5/3含む）

4/29・5/3・5
臨時営業
8：00～15：00

4/29・5/3・5
臨時営業
8：00～15：00

4/29・5/3・5
臨時営業
8：00～15：00

4/29・5/3・5
臨時営業
8：00～15：00

4/29・5/3・5
臨時営業
8：00～15：00

4/29・5/3・5・6
臨時営業
9：00～17：00

5/5
臨時営業
8：30～15：00

5/5
臨時営業
8：30～15：00

5/5
臨時営業
8：30～15：00

5/5
臨時営業
8：30～15：00

5/5
臨時営業
8：30～15：00

5/5
臨時営業
8：30～15：00

8：30～17：00

8：00～18：00

9：00～18：30

休　業

9：00～18：00

休　業

8：30～17：00

8：30～12：00

9：00～18：00

9：00～16：00

8：30～17：00

ー

ー

ー

8：00～18：00

休　業

8：30～17：00

8：30～12：00

9：00～18：00

8：30～17：00

ー

ー

ー

ー

ー

ー

8：00～18：00

休　業

休　業休　業休　業休　業 休　業

8：30～17：00

8：30～12：00

9：00～18：00

9：00～16：00

8：30～17：00

8：30～17：00

8：00～18：00

休　業

9：00～17：00
(12:30～13:30休業)

9：00～16：00
(12:30～13:30休業)

9：00～16：00
(12:30～13:30休業)

9：00～16：00
(12:30～13:30休業)

9：00～12：00
(4/12 15:00まで)

ー

ー

休　業

ー

ー

ー

ー

ー

9：00～17：00

9：00～12：009：00～12：00

ー

ー

9：00～16：00

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

9：00～21：00
しらかば店9:30～20:00

9：00～17：00

ー

ー

ーー ー ー ー ー

ーー ー ー ー ー

ー ー

9：00～17：00

セブンイレブン・
ローソンATM

平日8：00～22：00
土曜8：00～21：00
日曜8：00～21：00
祝日8：00～21：00

取扱

平日8：45～18：00
土曜9：00～14：00

手数料110円/回
の取扱時間

上記取扱時間以外
及び日曜・祝日の
手数料220円/回

ホクレンショップ
(苫小牧店･沼ノ端店･しらかば店)早来支所 追分支所 穂別支所 白老支所 苫小牧支所 生乳検査場 死亡牛処理

平　日

平　日

土曜日

平　日

平　日

日曜日
祝　日

土曜日

土曜日

平　日

祝　日

祝　日

祝　日

祝　日

平　日
土曜日

平　日
土曜日

土曜日

ATM

生産資材

Aコープ

給 油 所

農機車両

金融共済業務
（平日のみ営業）

4/5
土曜

4/6
日曜

4/12
土曜

4/13
日曜

4/19
土曜

4/20
日曜

4/26
土曜

4/27
日曜

4/29
昭和の日
祝日（火）

5/3
憲法記念日
祝日（土）

5/4
みどりの日
祝日（日）

5/5
こどもの日
祝日（月）

5/6
振替休日
（火）

通常営業
8：30~12：00

通常営業
8：00~18：00

通常営業
8：00~18：00

通常営業
9：00~18：30

通常営業
8：00~18：00

通常営業
9：00~18：30

通常営業
8：00~18：00

通常営業
9：00~18：30

通常営業
9：00~18：30

休み

休み

休み

通常営業
8：30~12：00

通常営業
8：30~12：00

春の園芸市
(9：00~15：00)

休み

通常営業
8：30~12：00 休み

休み

休み

通常営業
8：30~12：00 休み

通常営業
8：30~12：00 休み

休み

休み

通常営業
8：30~12：00 休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み休み

臨時営業
9：00~17：00

臨時営業
9：00~17：00

臨時営業
8：00~15：00

臨時営業
8：30~15：00

臨時営業
9：00~17：00

臨時営業
8：00~15：00

臨時営業
9：00~17：00

臨時営業
8：00~15：00

臨時営業
8：30~12：00

臨時営業
8：30~15：00

臨時営業
8：30~12：00

通常営業
8：30~12：00 休み

休み

休み

休み

厚真Ａコープ

厚真・上厚真・早来・
追分・穂別スタンド

厚真・穂別農機

白老資材

厚真・早来・穂別・
追分資材

上厚真

支　所

営業時間の変更について
　働き方改革による就業時間の見直しにより、令和7年4月から下記内容へ変更させて頂きますので、ご理解とご協力のほど宜しくお願い致します。
　①ATMの土曜日休業（通年）　※ホクレンショップまたはコンビニATMをご利用願います。
　②スタンド・Aコープの祝日対応　（4月～10月）営業　（11月～3月）休業とさせて頂きます。

　令和7年度の春期組合員懇談会を3月18日からJA管内の各会場
で開催いたします。
　ご多用中とは存じますが、多くの組合員の皆様のご参加をお待
ちしております。
　ご不明な点等のお問い合わせにつきましては、お近くの事務所
までご連絡下さい。

春 期 組 合 員 懇 談 会

開催日 支　所 開始時間

3月18日（火）

3月19日（水）

白　老

追　分

穂　別

早　来

厚　真

10：00～

14：00～

18：00～

10：00～

14：00～

18：00～

白老町コミュニティ
センター

追分支所

穂別支所

早来支所

厚南会館 2F

営農センター

会　場
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広域農協支所別取引成績（3月）
令和7年2月13日

白　老

苫小牧

早　来

厚　真

穂　別

追　分

と ま こ ま い
広 　 　 域

胆 振 管 内

市 場 計

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

去勢
雌

19
9

2 9
17
16
11
15
2 8

6
2

8 5
6 7

17 3
13 2
8 91
6 7 8

6 6 0 , 0 0 0
517 , 5 5 6

6 2 4 , 7 9 3
4 3 2 , 3 5 3
6 0 3 , 5 6 3
5 0 9 , 4 5 5
6 0 8 , 4 0 0
519 ,14 3
6 6 3 , 5 0 0
5 7 7 , 5 0 0
6 2 8 , 5 0 6
4 9 7 , 0 6 0
6 3 8 , 6 8 2
5 0 6 , 212
6 2 0 , 212
4 9 7 , 8 9 2

1. 218
1. 0 5 9

1.14 3
0 . 9 31
1.15 8
1. 0 3 9
1.13 7
1. 0 6 3
1.14 3
1. 0 7 7
1.161
1. 0 2 4
1.16 0
1. 0 2 2
1.12 4
1. 016

1, 8 9 0
1, 6 7 0

1, 8 2 3
1, 4 0 3
1, 7 6 2
1, 5 41
1, 7 5 4
1, 5 7 4
1, 8 4 7
1, 719
1, 816
1, 5 4 4
1, 8 5 3
1, 5 8 9
1, 8 5 4
1, 5 8 6

平均kg/単価（円）性別 成立頭数（頭） 価格平均（円） 平均日齢/体重（kg）

お悔やみ 謹んでご冥福をお祈りいたします。

1/26

1/28

2/21

87

96

91

苫小牧市

厚真町

むかわ町

早勢　義雄さん

堀　　コトさん

柴田　歌子さん

月 日   地 区      氏　　 名        享年

ホクレン南北海道黒毛和種市場

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日

30日

1日
2日
3日
4日

第 3 回監事会・第 3 回理事会、
役員コンプライアンス研修

広域ほうれん草総会

むかわ町農業振興対策協議会

春分の日（祝）

第 2 回経営会議、厚真町土地改良区総代会
広域青年部第 24 回通常総会及び常勤役職員との意見交換会

第1回単独企業説明会（苫小牧）

馬鈴薯生産部会第13 回定期総会、
広域和牛担い手部会総会

第 2 回企画会議、
令和 6 年度 JA日胆地区女性協議会定期総会（苫小牧）

安平町和牛生産改良組合総会、
早来追分支所合同運営協議会、厚真町農業振興協議会

追分地区農産物集出荷施設竣工式

新採用職員辞令交付、新採用職員研修会

令和 7 年度新採用職員研修～11日（JA カレッジ）

第 24 回通常総代会、第 4 回監事会・第 4 回理事会

JA むかわ通常総会　胆振管内関係行政あいさつ回り～11日

大卒採用試験（苫小牧）

退職辞令交付、定期異動辞令交付

5日
6日
7日
8日
9日

10日
11日
12日
13日
14日
15日

日

月

29日

31日

J A 日 誌

火

水

木

金

土

日

日

月

月

火

水

木

金

土

火

水

木

金

土

日

日

月

月

火

水

木

金

土

火

2025   3月

2025   4月

土

金

木

水

火

日

土

金

木

水

購買部 令和7年度春の繁忙期・祝日対応予定表（カレンダー）

令和7年4月からの営業時間一覧表（～10月末迄）

一般業務

本所　　 厚真支所

8：30～17：00 ー

ー

ー

ー

ー

ー

8：30～17：00

一般業務・金融業務とも休業

持込
12：00まで

4/29
（火）

8：30～12：00持込
10：00まで

5/1
（木）

持込
12：00まで

持込
12：00まで

持込
12：00まで

持込
12：00まで

持込
12：00まで

5/2
（金）

5/3
（土）

5/4
（日）

5/5
（月）

5/6
（火）

5/7
（水）

4/30
（水）

休業

休業

休業

休業

8：30～12：00

9：00～18：00

9：00～16：00

4/29(火)
5/3(土)～5/6(火)

8：30～17：00

8：00～18：00

8：30～12：00
（5/3含む）

8：30～12：00
（5/3含む）

8：30～12：00
（5/3含む）

8：30～12：00
（5/3含む）

8：30～12：00
（5/3含む）

8：30～12：00
（5/3含む）

4/29・5/3・5
臨時営業
8：00～15：00

4/29・5/3・5
臨時営業
8：00～15：00

4/29・5/3・5
臨時営業
8：00～15：00

4/29・5/3・5
臨時営業
8：00～15：00

4/29・5/3・5
臨時営業
8：00～15：00

4/29・5/3・5・6
臨時営業
9：00～17：00

5/5
臨時営業
8：30～15：00

5/5
臨時営業
8：30～15：00

5/5
臨時営業
8：30～15：00

5/5
臨時営業
8：30～15：00

5/5
臨時営業
8：30～15：00

5/5
臨時営業
8：30～15：00

8：30～17：00

8：00～18：00

9：00～18：30

休　業

9：00～18：00

休　業

8：30～17：00

8：30～12：00

9：00～18：00

9：00～16：00

8：30～17：00

ー

ー

ー

8：00～18：00

休　業

8：30～17：00

8：30～12：00

9：00～18：00

8：30～17：00

ー

ー

ー

ー

ー

ー

8：00～18：00

休　業

休　業休　業休　業休　業 休　業

8：30～17：00

8：30～12：00

9：00～18：00

9：00～16：00

8：30～17：00

8：30～17：00

8：00～18：00

休　業

9：00～17：00
(12:30～13:30休業)

9：00～16：00
(12:30～13:30休業)

9：00～16：00
(12:30～13:30休業)

9：00～16：00
(12:30～13:30休業)

9：00～12：00
(4/12 15:00まで)

ー

ー

休　業

ー

ー

ー

ー

ー

9：00～17：00

9：00～12：009：00～12：00

ー

ー

9：00～16：00

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

9：00～21：00
しらかば店9:30～20:00

9：00～17：00

ー

ー

ーー ー ー ー ー

ーー ー ー ー ー

ー ー

9：00～17：00

セブンイレブン・
ローソンATM

平日8：00～22：00
土曜8：00～21：00
日曜8：00～21：00
祝日8：00～21：00

取扱

平日8：45～18：00
土曜9：00～14：00

手数料110円/回
の取扱時間

上記取扱時間以外
及び日曜・祝日の
手数料220円/回

ホクレンショップ
(苫小牧店･沼ノ端店･しらかば店)早来支所 追分支所 穂別支所 白老支所 苫小牧支所 生乳検査場 死亡牛処理

平　日

平　日

土曜日

平　日

平　日

日曜日
祝　日

土曜日

土曜日

平　日

祝　日

祝　日

祝　日

祝　日

平　日
土曜日

平　日
土曜日

土曜日

ATM

生産資材

Aコープ

給 油 所

農機車両

金融共済業務
（平日のみ営業）

4/5
土曜

4/6
日曜

4/12
土曜

4/13
日曜

4/19
土曜

4/20
日曜

4/26
土曜

4/27
日曜

4/29
昭和の日
祝日（火）

5/3
憲法記念日
祝日（土）

5/4
みどりの日
祝日（日）

5/5
こどもの日
祝日（月）

5/6
振替休日
（火）

通常営業
8：30~12：00

通常営業
8：00~18：00

通常営業
8：00~18：00

通常営業
9：00~18：30

通常営業
8：00~18：00

通常営業
9：00~18：30

通常営業
8：00~18：00

通常営業
9：00~18：30

通常営業
9：00~18：30

休み

休み

休み

通常営業
8：30~12：00

通常営業
8：30~12：00

春の園芸市
(9：00~15：00)

休み

通常営業
8：30~12：00 休み

休み

休み

通常営業
8：30~12：00 休み

通常営業
8：30~12：00 休み

休み

休み

通常営業
8：30~12：00 休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み

休み休み

臨時営業
9：00~17：00

臨時営業
9：00~17：00

臨時営業
8：00~15：00

臨時営業
8：30~15：00

臨時営業
9：00~17：00

臨時営業
8：00~15：00

臨時営業
9：00~17：00

臨時営業
8：00~15：00

臨時営業
8：30~12：00

臨時営業
8：30~15：00

臨時営業
8：30~12：00

通常営業
8：30~12：00 休み

休み

休み

休み

厚真Ａコープ

厚真・上厚真・早来・
追分・穂別スタンド

厚真・穂別農機

白老資材

厚真・早来・穂別・
追分資材

上厚真

支　所

営業時間の変更について
　働き方改革による就業時間の見直しにより、令和7年4月から下記内容へ変更させて頂きますので、ご理解とご協力のほど宜しくお願い致します。
　①ATMの土曜日休業（通年）　※ホクレンショップまたはコンビニATMをご利用願います。
　②スタンド・Aコープの祝日対応　（4月～10月）営業　（11月～3月）休業とさせて頂きます。

　令和7年度の春期組合員懇談会を3月18日からJA管内の各会場
で開催いたします。
　ご多用中とは存じますが、多くの組合員の皆様のご参加をお待
ちしております。
　ご不明な点等のお問い合わせにつきましては、お近くの事務所
までご連絡下さい。

春 期 組 合 員 懇 談 会

開催日 支　所 開始時間

3月18日（火）

3月19日（水）

白　老

追　分

穂　別

早　来

厚　真

10：00～

14：00～

18：00～

10：00～

14：00～

18：00～

白老町コミュニティ
センター

追分支所

穂別支所

早来支所

厚南会館 2F

営農センター

会　場


